
川越市文化芸術振興・市民活動拠点施設指定管理者の選定結果について 

川越市文化スポーツ部文化芸術振興課 

１ 指定管理者について 

  指定管理者：ＮｅＣＳＴ 

        代表者 日本環境マネジメント株式会社 

            埼玉県さいたま市浦和区仲町一丁目１２番地１号 

            代表取締役 片山 安茂 

        構成員 株式会社コングレ（東京都中央区） 

            株式会社ＮＴＴファシリティーズ（東京都港区） 

 

２ 指定の期間について 

  令和７年４月１日から令和１２年３月３１日まで（５年間） 

 

３ 応募の状況について 

 ⑴ 現地説明会への参加団体数 

   １３団体（令和６年７月１７日実施） 

 ⑵ 応募申請団体数 

   ２団体（令和６年９月３日締切） 

 

４ 指定管理者候補者の選定について 

【1】 埼玉県指定管理者候補者選定委員会 

    ⑴ 選定基準 

   ○審査基準 

ア 市民の平等な会館の利用を確保することができる 

イ 関係法令等を遵守し、適正な運営ができる 

ウ 設置目的を効果的に達成し、効率的な運営ができる 

エ 指定管理業務を安定して行う経営基盤を有している 

オ 個人情報の適正な取扱いが確保できる 

カ 本施設の維持管理を適切にできる 

○主な審査のポイント 

ア  応募資格に適合しているか 

イ  県及び市が設置する公の施設としての役割を適切に担うことができるか 

ウ  利用者本位の柔軟なサービスが提供されるか 

エ  県民、市民の平等利用確保への配慮がされているか 



オ  効果的かつ効率的な管理を実施できるか 

カ  法人等（グループによる応募の場合は各構成員）の経営基盤が安定しているか 

キ  個人に関する情報の適正な取扱いは確保されるか 

ク  指定管理業務等に係る県及び市の指定管理料等（算出した額）は適切な額か 

ケ  本施設の特性を踏まえ、必要な人員を確保することができるか 

コ  地域経済への貢献や県内事業者等の参画、地元中小企業への受注及び地元人材の

雇用について配慮されているか 

サ  本施設の維持管理を適切に行うことができるか 

シ  環境へ配慮した取り組みが実施されるか 

ス  障害者雇用等に配慮した運営方法になっているか 

セ  本施設を拠点とし、地域の活性化やにぎわいの創出を図ることができるか 

ソ  本店又は主たる事務所の所在地は県内か 

  ⑵ 選定委員会の委員 

氏名 職業等 

秋元 孝之 芝浦工業大学建築学部長・教授 

勝又 英明 東京都市大学名誉教授 

青木 淳子 公益財団法人埼玉りそな産業経済振興財団主任研究員 

長岡 千晶 税理士法人長岡会計・公認会計士 

浪江   治 埼玉県産業政策局長 

宮嵜 有子 川越市文化スポーツ部長 

⑶ 第１次審査について 

審査基準に基づき、資格・書類審査を実施しました。 

○審査結果 

応募者２団体を第２次審査の対象としました。 

⑷ 第２次審査について 

プレゼンテーション及び選定委員によるヒアリング等による審査を実施しました。 

   ○審査結果 

審査項目 配点 ＮｅＣＳＴ Ａ団体 

総括的事項 480点   345点   333点 

提案価格 120点    37点    85点 

維持管理業務 360点   269点   227点 

運営業務 720点   583点   553点 

事業収支 120点    87点    76点 

合計 1,800点 1,321点 1,274点 

※各委員 300点で６名、1,800 点満点で実施 



   ○ＮｅＣＳＴの選定理由 

    ・緊急事態への対策が優れており、安心・安全な施設運営がより期待できること。 

・今後の施設の長寿命化、老朽化対策を想定した取組が計画されており、適切な維

持管理がより期待できること。 

・省エネや光熱水費の削減など環境への配慮も含め、維持管理の意識が非常に高い

こと。 

・施設利用者の利便性の向上を意識した人員配置が計画され、スタッフ間での情報

連携、ワンストップサポートなど市民サービスの向上がより期待できること。 

・文化ホールにおける提案事業について、特定のジャンルに偏ることなく、多彩な

企画を揃え、幅広い世代への文化芸術振興がより期待できること。 

・交流広場の利活用により、ウェスタ川越を拠点とした川越駅西口エリア全体のに

ぎわいの創出がより期待できること。 

○（参考）選定委員の意見 

団体名 意見 

ＮｅＣＳＴ ・維持管理費の増加に対して収入増加も見込んだ収支計画であ

り、安定した運営が期待できるものであった。 

・各運営業務に対するコンセプトが明確であった。 

・ＷＥＢ予約の導入など、施設のデジタル化に関する取組につ

いて今後の課題と感じられた。 

その他の団体 

に対する 

主な意見 

・多数の指定管理施設の運営実績があり、その手法や経験を活

かした事業実施について期待できた。 

・維持管理費の上昇が見込まれる中、収支計画にやや不安が残

った。 

 

【2】 川越市公の施設指定管理者選定委員会 

埼玉県指定管理者候補者選定委員会での審査結果について確認し、川越市公の施設

指定管理者選定委員会として候補者を選定した。 

 

５ ＮｅＣＳＴの提案の概要 

⑴ 基本方針 

「ひと まち つながりの持つ価値が更なる進化・発展により地域とともに成長し、 

ひろがっていく施設へ」 

   ・利用者が「来たい」と思う施設に向けた事業の展開 

   ・文化芸術事業や講座の開催を通じた学びの場の提供 

 



⑵ 総括的事項 

・多様性のある雇用環境を促進するため、指示書の文字の視認性向上や英語表記の併記

等、高齢者や外国人労働者などの雇用に向けた取組みを実施 

・新赴任者研修や専門分野の知識・技術習得のための研修を実施し、高水準のサービス

を提供 

・市民への防犯・防災意識の啓発を目的とした、自治会参加型の「地域防災コンサート」

の実施 

⑶ 提案価格 

   ・応募２団体中第２位 

⑷ 維持管理業務 

・施設の簡易劣化診断を行い中長期整備計画に反映させるほか、省エネ施策や災害対策

などの要素を付加させ、建物の長寿命化に加えて施設機能の向上に寄与 

・電力とＣＯ２の削減量や費用対効果の算出が可能な簡易診断ツールを活用した省エ

ネ施策の検討・提案 

・各種業務書類や資料の電子化、クラウドの共有化等によるペーパーレス推進 

⑸ 運営業務 

・キャッシュレス決済の拡充により、利用者の利便性を向上 

・総合案内のスタッフには施設内容を熟知した人材を配置し、利用者や来館者一人一人

のニーズに応えることができる「コンシェルジュ」として対応 

・多用途の施設を建物内に複数有する特性を活かし、メイン会場に加えて附帯会場を施

設内で手配するなど、施設全体で相乗効果を発揮させ施設の魅力を向上 

・利用の目的や用途、参加人数を丁寧にヒアリングし、最適なレイアウトや必要備品の

アドバイスを実施し、利用者の催事開催をサポート 

・地域連携相談窓口の設置や令和 8 年度開設予定の仮称新宿町一丁目広場整備事業と

の連携など、地域との連携強化による川越駅西口エリア全体での活性化の推進 

⑹ 事業収支 

   ・交流広場における収益性のある事業の実施により収入を増加 

・複数社からの見積取得や価格交渉、作業の集約化により経費を削減 

   ・決算剰余金の利用者還元により、利用者サービスや安全性を向上 


